
九九は６×９などの高い段位でつまづく子が多いです。

高段位九九サイコロは、ふたつのサイコロを転がして遊びながら、

偶発的に出た目をかけ合わせた答えを言うゲームなどに使います。

遊びながら自然に、イメージ記憶が⾧期記憶として身につきます。

また、九九を順番に言うことはわかっていて、身についているのですが、

ランダムに質問されると、すぐには言えない子のためのものでもあります。

使い方は、その子に応じて、いろいろ工夫してください。






